
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度 　　　　　教科  科目

： ： ：

対象学年組 ：

教科担当者 ：

使用教科書 ：

教科の目標 ：

【知識および技能】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目の目標 ：

１
学
期

〇 〇 〇 85

２
学
期

〇 〇 〇 90

175

物理

配
当
時
間

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 知 思 態評価基準

理科 科目 物理

都立東 理科

第　３　学年　必選

知識の習得や知識の概念的な理解，実験操作の基本的な技術の習
得。

習得した「知識・技能」を活用して課題を解決できる
思考力・判断力・表現力などを身につける。

知識・技能の習得や思考力・判断力・表現力などを身
につける過程において，粘り強く学習に取り組み，自
ら学習を調整する。

単位数 5 単位

丹野

物理　（第一学習社）

日常生活や社会との関連を図りながら、物質とその変化について理解するとともに、科学的に探究するために必要な観
察、実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

【知識および技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

教科

理科の探究に必要な課題の発見から解決方法までを，テーマ・仮説設定，実験計画，実験の実施，レポートの作成，発表を通して学ぶ。

運動とエネルギー
・平面運動
・放物運動
・剛体にはたらく力
・運動量と力積
・運動量保存の法則
・反発係数
・円運動
・慣性力と遠心力
・単振動
・万有引力による運動
・気体の法則
・気体の分子運動
・気体の内部エネルギーと仕事
波動
・波の性質
・波の干渉・反射・屈折・回折
・音の伝わり方
・ドップラー効果

日常使っている電気製品の基本的
な原理を理解する。
物理基礎の定性的な学習から発展
させ，定量的にとらえ法則性を理
解とする。
問題演習を多く取り入れ，複雑な
回路の計算にも対応できる力を養
う。
科学史についても触れ，科学者の
発見の業績やエピソードなども紹
介し，生徒の興味関心を引くよう
に指導する。
家庭用コンセントの交流電源と，
電池などの直流電源の違いを理解
する。
光や電波も電磁波の仲間であるこ
とを知る。
気体の法則については，巨視的な
理論と微視的な理論を関連づけて
理解させる。
原子については，１年次に学習し
た化学基礎と結びつけながら説明
する。
量子論の基礎や発展についても触
れ，ミクロの世界の力学について
も触れる。

・音の伝わり方
・ドップラー効果
・光の性質
・レンズと鏡
・光の回折と干渉

電気と磁気
・電場・電位
・コンデンサー
・電流と抵抗
・直流回路
・半導体
・磁場
・電流が磁場から受ける力
・ローレンツ力
・電磁誘導
・交流
・電磁波
原子
・電子
・光の粒子性
・Ｘ線
・粒子の波動性

【知識・技能】
波や電気についての観察，実験などを通して，波や電気の性質につ
いて理解しているとともに，科学的に探究するために必要な観察，
実験などに関する基本操作や記録などの基本的な技能を身に付けて
いる。
【思考・判断・表現】
波や電気について，問題を見いだし見通しをもって観察，実験など
を行い，科学的に考察し表現しているなど，科学的に探究してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
波や電気に関する事物・現象に主体的に関わり，見通しをもったり
振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしている。

【知識・技能】
運動の表し方についての観察，実験などを通して，物理量の測定と
扱い方，運動の表し方，直線運動の加速度について理解していると
ともに，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基
本操作や記録などの基本的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
運動の表し方について，問題を見いだし見通しをもって観察，実験
などを行い，科学的に考察し表現しているなど，科学的に探究して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
運動の表し方に関する事物・現象に主体的に関わり，見通しをもっ
たり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしている。

２年生の復習から入り継続性を持
たせる。
二次元の平面運動が物理基礎で学
習した直線運動の組み合わせで説
明できることを理解する。
大学進学に対応した問題演習を多
く取り入れ応用力を養う。
等速円運動には加速度があるこ
と，および円運動するためには必
要な力があることを理解する。
気体の法則については，巨視的な
理論と微視的な理論を関連づけて
理解させる。
円運動，単振動については，数学
の三角関数を復習する。
波動については物理基礎の学習内
容を振り返りながら進める。

合計


